
も
と
そ
う
じ
ゃ
て
ら

だ

群
馬
・
元
総
社
寺
田
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
群
馬
県
前
橋
市
元
総
社
町

２
　
調
査
期
間
　
　
第
七
次
調
査
　
一
九
九
三
年

（平
５
）
四
月
ｉ

一
〇
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
⑫
群
馬
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団

４
　
調
査
担
当
者
　
藤
巻
幸
男

・
桜
井
美
枝

・
矢
口
裕
之

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

。
旧
河
道

（国
府
推
定
地
）

６
　
遺
跡
の
年
代
　
縄
文
時
代
中
期
ギ
近
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

元
総
社
寺
田
遺
跡
は
、
前
橋
市
街
地
の
西
方
約

一
節
、
南
流
す
る
牛
池
川
沿

い
に
位
置
し
て
い
る
。
榛
名
山
東
南
麓
に
広
が
る
相
馬
ケ
原
扇
状
地
の
先
端
部

に
立
地
し
、
周
辺
に
は
低
平
な

台
地
と
中

。
小
河
川
に
伴
う
低

地
が
広
が

っ
て
い
る
。
本
遺
跡

の
北
西
に
は
上
野
総
社
神
社
が

隣
接
し
、
ま
た
北
西
約

一
・
五

血
に
は
上
野
国
分
僧
寺

・
尼
寺

跡
が
位
置
す
る
な
ど
し
て
お
り

付
近

一
帯
は
古
く
か
ら
上
野
国

府
跡
と
想
定
さ
れ
て
き
た
。
し

か
し
、
こ
れ
茸
で
の
発
掘
調
査
で
は
、
そ
れ
を
示
す
よ
う
な
遺
構

。
遺
物
は
発

見
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

本
遺
跡
の
調
査
は
、
牛
池
川
の
河
川
改
修
工
事
に
伴
い
、　
一
九
八
八
年
よ
り

着
手
さ
れ
、
今
回
の
第
七
次
調
査
で
は
、
総
社
神
社
南
東
の
台
地
と
低
地
を
対

象
と
し
た
。
奈
良

・
平
安
時
代
の
遺
構
は
、
台
地
上
で
竪
穴
住
居

一
五
棟
、
低

地
部
で
牛
池
川
旧
河
道
が
検
出
さ
れ
た
。
墨
書
の
あ
る
木
製
品
や
墨
書
土
器
は
、

い
ず
れ
も
旧
河
道
か
ら
出
上
し
た
。
旧
河
道
は
六
世
紀
初
頭
に
降
下
し
た
榛
名

山
ニ
ツ
岳
火
山
灰
を
切
り
込
ん
で
お
り
、
上
面
は
天
仁
元
年

（
三

〇
八
）
降
下

の
浅
間
山
火
山
灰
で
覆
わ
れ
て
い
る
。
旧
河
道
中
か
ら
は
八

・
九
世
紀
を
主
体

墨 書 土 器 (部分)

(前 橋 )

「国掘講」「□曹司」



1993年出上の木簡

と
す
る
多
量
の
上
器
類
を
中
心
に
、
瓦

・
硯

。
羽
口

・
木
器
な
ど
が
出
上
し
た
。

土
器
類
は
須
恵
器
が
主
体
で
、
漆
を
貯
蔵
し
た
壷
甕
類
、
全
面
に
漆
が
塗
ら
れ

た
杯
、
底
部
に
そ
れ
ぞ
れ

「
国
厨
」
「厨
」
「□
曹
司
」
と
記
さ
れ
た
杯
が
あ
る
。

こ
の
他
、
人
形
五
点

。
琴
柱
形

・
刀
子
形

。
馬
形
な
ど
の
木
製
祭
祀
具
も
出
土

し
て
い
る
。
人
形
は
同
じ
旧
河
道
内
か
ら
ま
と
ま

っ
て
出
上
し
て
お
り
、
同
時

に
使
用
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
「国
厨
」
「□
曹
司
」
の
墨
書
土
器
は
八
世
紀

末
ｉ
九
世
紀
初
頭
の
も
の
で
、
人
形
は
そ
れ
よ
り
や
や
新
し
い
時
期
で
あ
ろ
う
。

「国
厨
」

「□
曹
司
」
の
墨
書
土
器
や
人
形
な
ど
の
木
製
祭
祀
具
を
は
じ
め
と

す
る
本
遺
跡
出
土
遺
物
の
内
容
か
ら
、
今
回
は
じ
め
て
こ
の
付
近

一
帯
に
上
野

国
府
の
存
在
が
想
定
で
き
る
よ
う
な
物
的
証
拠
が
得
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
０

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

ω

　

「
檜
女
」
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

滓∽賀

μダ
∞
墓

②

　

「
檜
女
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・　
　
μ∞巽
Ｐ賀
］
露

〔
〕
　
　
　
「
学
札
四

」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一国
岸Φ
∞
Ｘ
涌
削
錐
μ
ド
　
ｏ
ω
μ

①
②
は
人
形
の
表
面
、
胸
の
あ
た
り
に
記
さ
れ
て
い
る
。
二
点
と
も
顔
の
表

現
は
明
瞭
で
あ
る
。
こ
の
人
形
を
用
い
て
祓
を
行
な

っ
た
人
物
の
名
と
み
て
よ

い
だ
ろ
う
。
平
城
宮
跡
出
上
の
釘
が
打
た
れ
た
呪
阻
の
人
形
に
、
呪
咀
対
象
と

み
ら
れ
る
人
名
が
記
さ
れ
た
も
の
が
著
名
で
あ
る
が
、
祓
に
用
い
ら
れ
た
人
形

で
、
そ
の
主
体
と
み
ら
れ
る
人
名
を
記
し
た
も
の
は
、
現
時
点
で
は
あ
ま
り
類

例
を
聞
か
な
い
。
他
に
人
形
が
三
点
あ
る
が
、
墨
痕
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

③
は
曲
物
の
底
板
で
あ
る
。

本
遺
跡
の
出
土
遺
物
は
、
現
在
、
整
理
作
業
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
詳
細
に

つ
い
て
は
今
後
刊
行
さ
れ
る
報
告
書
の
中
で
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

９
　
関
係
文
献

働
群
馬
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団

『
年
報
』

一
三

（
一
九
九
四
年
）

（８．ど７
・９　議講難が）




